







は、再帰表現における他動性の高低を示し、それによって「N1 ＋给＋ N2 ＋ V
＋身体部位 N」の領属先が N1 のみである場合と、N1 及び N2 の二通りになる
場合があることを指摘した。また、日下部 2008b においては、再帰表現にお






表現における受身文「身体部位 N ＋被 2）＋ Na ＋ VP」と身体部位 N を主題と
























































体部位 N が主語の位置に立つ受身文の一つである「身体部位 N ＋被＋ Na ＋
VP」と、身体部位 N が主題となる「身体部位 N ＋ Na ＋ VP」の形式との差
異に影響を及ぼしているという観点から、その成立の可否について分析を行う。
2. “被” 構文と主題文
　まず、「V ＋身体部位 N」形式の再帰表現における「身体部位 N ＋被＋ Na
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　よって、本稿では考察の便宜上、「身体部位 N ＋被＋ Na ＋ VP」の形式を以
下「“被” 構文」（例文番号を a と表示）、「身体部位 N ＋ Na ＋ VP」の形式を「主
題文」（例文番号を b と表示）と称し、この両者を区別した上で分析を行う。
3. 「身体部位 N ＋被＋ Na ＋ VP」と「身体部位 N ＋ Na ＋ VP」にお
ける容認度
　本章では、1 章で挙げた（A）～（C）類の再帰表現を、「身体部位 N ＋被










（3-1a）手被｛＊我 / ＊他｝招了。 （3-1b）手｛＊我 / ＊他｝招了。
（3-2a）胳膊被｛＊我 / ＊他｝抱了。 （3-2b）胳膊｛＊我 / ＊他｝抱了。
（3-3a）眼睛被｛＊我 / ＊他｝眨了。 （3-3b）眼睛｛??我 /??他｝眨了。
（3-a）嘴被｛??我 /??他｝歪了。 （3-b）嘴｛??我 /??他｝歪了。




　　　（3-6a）头被｛＊我 / ＊他｝点了。　　　（3-6b）头｛？我 / ？他｝点了。
（3-6b）は動作主が “我” の場合は、以下の（3-6b）’ のようなシチュエーショ
ンを設定すると自然な文となる。
（3-6b）’（A と B の間で、会議中に賛成するなら頷く約束をしたのにも







（3-6b）”（A と C が会議中に賛成するなら頷く約束をしたのにもかかわ





　このように A 類の行為において、（3-6b）の “点头” のみが成立する理由に
ついては以下のような統語的・意味的要因が考えられる。例えば、動詞 “招”、







から派生した「頭を上下に動かす」という意味の “点头” は、「身体部位 N ＋







（3-7b）头发｛我 /他｝梳了。［髪は｛私 / 彼｝が梳いた］
（3-8a）手被｛？我 / ？他｝洗了。
（3-8b）手｛我 /他｝洗了。［手は｛私 / 彼｝が洗った］
（3-9a）牙被｛？我 / ？他｝刷了。















（3-7a）’｛我 /他 i｝的头发被｛我 /他 i｝梳了，手也被｛我 /他 i｝洗了。
［｛私 / 彼｝の髪は｛私 / 彼｝によって梳かれ、手も｛私 / 彼｝
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によって洗われた（→｛私 / 彼｝は髪を梳いたし、手も洗った）］
（3-9a）’ 牙被｛我 /他｝刷了，所以｛我 /他｝不吃了。
 ［歯は｛私 / 彼｝によって磨かれたから、食べないことにした
（→歯を｛私 / 彼｝は磨いたから、…）］
（3-7a）’ は、“梳头发” と “洗手” の両者が含まれた例文であり、（3-7a）と（3-8a）
の “被” 構文を用いたものである。これは、動作主が “我”、“他” のいずれの
場合も自然な文として成立する。（3-7a）’ は動作主の身体部位である “头发”
と “手” を対比して述べている文である。即ち、話し手の視点をまず “我 /他”
の “头发” に移動させ、更に、そこから “被｛我 /他｝梳了” という事態を描
写し、次に “我 /他” の “手” に視点を移動させた上で、“被｛我 /他｝洗了”
という事態を述べている。
　また、（3-9a）’ は、後に文を続け、シチュエーションに具体性を持たせるこ
とにより、自然な文となる。（3-9a）’ の身体部位 N である “牙” はノーマー






 ［爪は｛私 / 彼｝によって切られた（→｛私 / 彼｝が切った）］
（3-10b）指甲｛我 /他｝剪了。［爪は｛私 / 彼｝が切った］
（3-11a）胡子被｛我 /他｝刮了。
 ［髭は｛私 / 彼｝によって剃られた（→｛私 / 彼｝が剃った）］
83現代中国語における “被” 構文と主題文について
―「V ＋身体部位 N」形式の再帰表現を中心に―
（3-11b）胡子｛我 /他｝刮了。［髭は｛私 / 彼｝が剃った］
（3-12a）牙被｛我 /他｝拔了。
 ［歯は｛私 / 彼｝によって抜かれた（→｛私 / 彼｝が抜いた）］
（3-12b）牙｛我 / ？他｝拔了。［歯は私が抜いた］
（3-13a）手指被｛我 /他｝切了。
























外ではなく、身体部位そのものである “手指” に置かれており、そこから “被
｛我 /他｝切了” という事態が描写されている。よって、動作主が “我”、“他”
のいずれの場合にも問題なく成立すると分析できる。
4. おわりに
　本稿では、「V ＋身体部位 N」形式の再帰表現において、「身体部位 N ＋被
＋ Na ＋ VP」と「身体部位 N ＋ Na ＋ VP」の形式を取り上げ、両者の成立の
可否について分析を行った。その結果として、他動性の低い A 類の行為にお
いては、“点头” 以外は主題文では成立せず、B 類では主題文はすべて成立す







1）「再帰」とは、動作主が自分自身に対して行う行為を指す。仁田 1982 : 80 はこれを「動
作主から出た働きかけが結局は動作主自身に戻ってくることによって、動作が完結す
るといった現象」と定義しており、本稿でもこの定義に従う。
2）現代中国語における受身文のマーカーとして、“被” 以外に “让”、“叫”、“给” など
85現代中国語における “被” 構文と主題文について
―「V ＋身体部位 N」形式の再帰表現を中心に―
が挙げられるが、本稿では “被” を用いた「身体部位 N ＋被＋ Na ＋ VP」形式の受
身文のみを扱うこととする。
3）本稿の例文は全て作例であるが、いずれもインフォーマントチェックを受けている。
）中国語の “被” の表す意味範疇は、日本語の受身を表す「レル / ラレル」とは一致し
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